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健康・快適生活

　

今
回
紹
介
す
る
方
は
、

塘
路
に
お
住
ま
い
の
佐
藤

幸
子
さ
ん
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
18
年
前
に

お
母
さ
ん
の
介
護
の
た
め

弟
子
屈
町
か
ら
転
入
さ
れ

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
の
た

め
に
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
を
取
り
、
介
護
を
し
な

が
ら
趣
味
の
手
編
み
を
し

て
い
ま
し
た
。
手
編
み
は

標
茶
市
街
や
塘
路
な
ど
で

教
室
や
サ
ー
ク
ル
を
作
っ

て
い
ま
す
。「
家
に
閉
じ

こ
も
ら
な
い
よ
う
に
出
か

け
て
会
話
を
し
て
い
る
と

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い

し
、
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
手
編
み
教
室
で
も
い
つ
も
和

や
か
に
や
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
健
康
づ
く
り
運
動
指
導
員
で
も
あ
り
ま
す
。
毎
週
、

塘
路
住
民
セ
ン
タ
ー
で
転
倒
骨
折
予
防
の
体
操
を
指
導
し
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
と
、
こ
こ
で
も
参
加
者
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。「
参
加
す
る
事
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
ス

ト
レ
ス
は
た
ま
ら
な
い
」
と
佐
藤
さ
ん
。
若
い
時
は
、
登
山
や
歩
く

ス
キ
ー
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
近
所
を
１
時
間
程
度
散
歩
し

た
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日
し
て
体
を
動
か
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

運
動
指
導
員
に
な
っ
て
仲
間
が
増
え
た
事
で
行
動
範
囲
が
広
が
っ
て

良
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
佐
藤
さ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

「
若
い
頃
に
や
っ
て
い
た
お
茶
か
お
琴
を
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」
と

考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

床　

靜
枝
さ
ん

（
塘　

路
）

　平成24年度も残り１カ月ですが、国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　いま一度納付案内書をお確かめの上、納め忘れのある方は早急に納付してく
ださい。
　納め忘れると、老齢基礎年金の受給額が減額になります。また、受給資格期
間が足りずに老齢基礎年金が受給できない場合もあります。
　さらに、障がいになったときの障害基礎年金や亡くなったときの遺族基礎年
金が支給されない場合もありますので、忘れずに納付してください。
　納付案内書を紛失した場合は、下記まで問い合わせください。
　なお、失業や経済的理由により保険料の納付が困難な場合は、免除制度がありますので、未納のままにせ
ず相談してください。
　また、厚生年金や共済組合の資格を失い、国民年金第１号被保険者に該当としている方は手続きが必要で
すので、印かん、年金手帳（通知書）、資格喪失証明書を持参し、下記係までお越しください。
■問い合わせ／
◦納付書の再発行…釧路年金事務所（☎0154-22-5810）
・手続き…役場住民課年金保険係（１階⑤番窓口☎485-2111内線129）

おめでとうございます
長寿88歳
《平成24年12月該当》

掲載に同意いただいた方のみ掲載しています。

●リレートーク●

▽第27回目
佐藤幸子さん

健康しべちゃ21

国民年金保険料 納め忘れはありませんか!?

私の健康法
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　任意の接種である小児用肺炎球菌ワクチン
ですが、町では平成22年から、生後２カ月か
ら９歳までの子どもが町立病院で接種した場
合、自己負担を全額助成する制度を実施して
います。今後、小児用肺炎球菌ワクチンが定
期接種に組み込まれた場合には、対象年齢

が予防接種法により生後
２カ月から５歳未満と定
められますが、５歳から
９歳までの子どもで接種
を検討する場合は、下記
係まで問い合わせくださ
い。

５歳から９歳までの
小児用肺炎球菌ワクチン
接種費用の助成について

　標茶町保健推進委員
会では、町民の方も対
象に講演会を実施して
います。
　今回は「認知症サ
ポーター養成講座」と
して、認知症の方を支える家族の思いや地域づくりを学び
ます。多くの参加をお待ちしています。
■日時／３月５日㈫、午前10時30分〜12時15分
※受け付けは10時からです。
■場所／ふれあい交流センター
■内容／講演「認知症ひとりで悩まず地域でともに」
■講師／ NPO法人わたぼうしの家　会長　佐々木幸子氏

　

３
月
は
、
引
越
し
な
ど
に
伴
い

ご
み
の
量
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

大
量
の
ご
み
や
粗
大
ご
み
を
出

さ
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

指
定
の
ご
み
袋
に
入
る
ご
み

・�

通
常
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

一
度
に
大
量
の
ご
み
が
出
る
場

合
は
、
下
記
係
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

粗
大
ご
み

◦�
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
重
量
を
量
り
、

料
金
１
０
０
円
／
10
㎏
で
受
け

付
け
し
ま
す
。

・�

自
己
搬
入
で
き
な
い
場
合
は
収

集
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
収
集
予
約
を
し
た

場
合
は
、
予
約
時
間
ま
で
に
必

ず
屋
外
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

原
則
と
し
て
、
住
宅
内
へ
の
立

ち
入
り
や
運
び
出
し
作
業
は
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

予
約
が
混
み
合
っ
た
場
合
は
、

希
望
の
日
時
に
収
集
で
き
な
い

　

遺
骨
の
埋
蔵
・
収
蔵
、
改
葬
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

埋
蔵
・
収
蔵
の
手
続
き

　

墓
所
や
納
骨
堂
へ
の
埋
蔵
・
収

蔵
は
事
前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

■
必
要
書
類
／

・�
火
葬
許
可
証
ま
た
は
改
葬
許
可

証 こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■�

粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
先
／
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
８
５

︱
１
４
３
０
）

◦
受
入
時
間
⋮

　

月
～
金
曜
日
（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

　

土
曜
日
（
午
前
９
時
～
正
午
）

※
日
曜
日
、
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
役

場
住
民
課
環
境
衛
生
係
（
１
階

③
番
窓
口
☎
４
８
５
︱
２
１
１

１
内
線
１
２
５
）

◦�

受
付
時
間
⋮
平
日
の
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
30
分

※�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け

付
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

・�

埋
葬
等
届
（
墓
地
や
納
骨
堂
を

管
理
す
る
寺
院
、
町
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
）

・
印
か
ん

・�

使
用
許
可
証
（
墓
地
や
納
骨
堂

を
管
理
す
る
寺
院
、
町
が
発
行

す
る
も
の
）

■
届
出
先
・
問
い
合
わ
せ
／

・�

寺
院
な
ど
が
管
理
す
る
墓
地
・

納
骨
堂
の
場
合
⋮
そ
れ
ぞ
れ
の

管
理
者

・�

標
茶
霊
園
・
町
内
地
域
墓
地
の

場
合
⋮
役
場
住
民
課
環
境
衛
生

係
（
１
階
③
番
窓
口
☎
４
８
５

︱
２
１
１
１
内
線
１
２
５
）

遺
骨
を
他
へ
移
す

　
　

予
定
が
あ
る
方
へ

　

引
越
し
な
ど
で
遺
骨
を
移
す
場

合
は
、
本
町
か
ら
「
改
葬
許
可
」

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
予
定
が
あ
る
方

は
お
早
め
に
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
必
要
書
類
／

・�

改
葬
許
可
申
請
書
（
役
場
に
備

え
付
け
）

・�

埋
蔵
・
収
蔵
証
明
書
（
墓
地
や

納
骨
堂
を
管
理
す
る
寺
院
が
発

行
す
る
も
の
）

・
印
か
ん

■�

届
出
先
・
問
い
合
わ
せ
／
役
場

住
民
課
環
境
衛
生
係
（
１
階
③

番
窓
口
☎
４
８
５
︱
２
１
１
１

内
線
１
２
５
）

ごみ収集に
ついて

墓地に関する
手続きに
ついて

■問い合わせ／ふれあい交流センター健康推進係（☎485-1000）

健康づくり講演会および
保健推進委員会全体研修会の
お知らせ


